
ぎふ清流国体・ぎふ清流大会県民運動推進計画（案）に対する

意見募集（パブリック・コメント）結果

＜いただいたご意見の概要とご意見に対する考え方＞

該当箇所 ご意見の要旨 ご意見への対応及び考え方

1 趣旨 2段落目

「この運動には、県民一人ひ

とりが「だれもが主役」とな

って、ボランティアなどあら

ゆるかたちで参加し、感動を

分かち合い」の文とその後の

「「希望と誇りの持てるふる

さと岐阜県づくり」につなげ

ていきます。」の文がつながら

ない。

ご意見に沿って、「地域づくりを進める

ことで」という文を補い、分かりやすい

文章とします。

2 ６つの運動②

「ふるさとのじ

まんを発信しよ

う」

国体開催によって岐阜県に

注目が集まるので、この機会

にもっと観光に力を入れるべ

き。

県では、現在「飛騨・美濃じまん運動」

を展開しており、全国に誇れる「飛騨・

美濃じまん」を県民全体で見つけだし、

創りだし、県内外の人に知ってもらうこ

とによって、誇りの持てるふるさと岐阜

県づくりを目指しています。

ぎふ清流国体・ぎふ清流大会県民運動

では、この取り組みの成果を活用し、「ふ

るさとのじまんを発信しよう」運動を展

開していくことを計画していますが、さ

らにこの点を強調するため、飛騨・美濃

じまん運動や観光に関する取り組みをよ

り明確に示したいと考えます。

ご指摘のとおり、ぎふ清流国体には、

各県の選手・監督をはじめ、たくさんの

観客や関係者の来県を見込んでおり、岐

阜県や地域の魅力を PR する絶好の機会

と考えております。

「ふるさとのじまんを発信しよう」運動

に県民のみなさんがぜひ参加していただ

き、岐阜県や地域の魅力を全国に発信し

ていけるよう努めてまいります。

3 ６つの運動④

「スポーツを楽

しもう、健康な体

をつくろう」

スポーツを楽しむには、ま

ず健康な体が土台となる。個

人でできる病気にならないた

めの活動を取り上げてはどう

か。

ご指摘のとおり、スポーツを楽しむた

めに、健康な体づくりに気を配ることは

大変重要なことと考えております。

県では、県民のみなさんの健康と安全

を確保するため、かかりつけ医の啓発・

医療連携・医師確保対策等さまざまな取

り組みを進めていく方針ですが、県民の

みなさんにおいても、各種健診を積極的

に受診するなど、健康維持と病気予防に



取り組んでいただきたいと考えておりま

す。

本推進計画においても、県民のみなさ

んの健康、安全に関する活動例と県の取

り組みの記述を追加し、運動として取り

組んでいきたいと考えます。

4 ６つの運動⑤

「美しい環境と

清流」

６つの運動⑤に「ふるさとの

清流を守ろう」があるが、「清

流」を守る運動には、地元の

河川清掃以外にどんなものが

あるのか分からない。

県では、全国豊かな海づくり大会の開

催準備を進めておりますが、海づくり大

会を契機として、水環境を保全する諸活

動を、水系でつながる上下流が連携した

県民運動として盛り上げていく方針で

す。

その運動には、上下流地域が連携した

河川美化活動のほか、「家庭から出る廃食

用油を回収・リサイクルする活動」や

「森・川・海の環境を学ぶ取り組み」な

どさまざまな活動があります。

本推進計画では、こういった海づくり

大会に向けて取り組まれる活動を例示

し、県民のみなさんへ参加を呼びかけて

いきたいと考えます。

5 ミナモ運動推進

における役割、ミ

ナモ運動の推進

イメージ

県民運動の分野は幅広く、

小中学校の児童、生徒にとっ

て格好の学習機会となる。た

くさんの児童、生徒がこの運

動に参加して感動を共有でき

るようにするには、教育機関

へ積極的に働きかけるべきで

ある。

ご指摘のとおり、この運動にはたくさ

んの児童、生徒、学生のみなさんに参加

していただきたいと考えております。

各教育機関には、本県民運動への参加

を教育の一環としてとらえていただき、

本運動推進にあたり、大きな役割を担っ

ていただきたいと考えます。

本推進計画にも教育機関の位置づけを

明記します。

6 ボランティア参

加の機会創出

ぎふ清流国体・ぎふ清流大

会の運営ボランティアの人数

を挙げているが、ぎふ清流国

体の競技会運営ボランティア

の人数を記載されていない。

どのくらいの人数が想定され

るか。

ぎふ清流国体の競技会運営ボランティ

アの人数は、先催県の実績等から推計す

ると、全競技会場を合わせて 10,000 人程

度と考えられます。

ぎふ清流国体の競技会運営ボランティ

アは会場地となる各市町村準備（実行）

委員会が募集する予定であり、市町村各

準備（実行）委員会の今後の検討状況に

よって数が変わる可能性もありますが、

「10,000 人程度」との記述を追加いたし

ます。


